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府立桃谷高等学校（ⅠⅡ部）
[bookmark: _GoBack]校長　　大西　俊猛　

令和２年度　学校経営計画及び学校評価
１　めざす学校像
	多部制単位制高校の意義をふまえ、生徒や保護者、地域等の期待に応える教育活動を常に研究しながら、進化する学校をめざす。
１　本校のあり方や方向性を検討しながら教育活動を推進し、生徒や保護者、地域等の期待に応える学校をめざす。
２　自らの将来に展望を持ち、主体的に学ぶ力を身につけた生徒を育てるとともに、希望する進路を実現できる学校をめざす。
３　人権を大切にし、自尊感情を向上させるとともに、社会性（規範意識・ボランティア精神等）を身に付けた生徒を育て、
誰もが安心して学べる学校をめざす。



２　中期的目標
	１　本校のあり方や方向性の検討と、生徒・保護者・地域等の期待に応える教育活動の展開
（１）　現状の分析と生徒・保護者等の期待の把握、及び将来構想チームを中心として本校の在り方や閉部までの課題を明確化して必要な取組みを計画・実施する。
※生徒の現状を正確に把握するため、生徒・保護者懇談や家庭訪問など家庭との連携を図る。
（２）　本校の教育活動への理解を促進するため、広報活動の充実を図る。
　　　　※編入・転入生徒対象の情報発信の充実
（３）　職員研修の充実により、常に人権意識と教育力の向上を図る。
（４）　学校運営協議会や学校教育自己診断などを活用し、保護者・地域等と連携した教育活動を進める。
　　　　※　保護者向け学校教育自己診断の「生徒指導や進路面で、学校は家庭への連絡や意思疎通をきめ細かく行っている」の
肯定的回答率（平成29 年度 76 ％、平成30年度80%、令和元年度72.7%）を令和４年度には80％以上にする。
※　地域との連携を深め、地域の事業所等での職場体験やインターンシップを実施する。

２　生徒の現状をふまえた「学びのシステム」の構築と、進路指導体制の充実
　　（１）　希望進路の実現に向けた「学びのシステム」を充実させる。
　　　　　ア　桃谷版キャリア教育「ももだにプロジェクト」を実践する。
　　　　　　※　自尊感情・自己有用感・職業観勤労観・自己理解等の向上
※　進路未定率の減少（平成29年度8.8%、平成30年度23.3%、令和元年度8.7%）
　　（２）　充実した学びなおしの環境をめざす。
　　　　　　ア　多様な学習履歴を持つ生徒の意欲を引き出すため、習熟度別授業編成を強化
　　　　　　イ　希望進路実現のための自学自習の場所提供や補習・講習の充実
　　　　　　ウ　学習意欲の向上を図るため、学外の学習機関との連携や学習評価について研究する。
（３）生徒の授業評価や授業公開を通して授業力を向上し、全教科で「わかる授業」の実現をめざす。
　　　　　　※授業力向上推進チームを中心として、研究授業・研究協議を実施して授業力の向上をめざす。
　　　　　※生徒向け学校教育自己診断の「授業はわかりやすい」の肯定的回答率（平成29年度74%、平成30年度70%、令和元年度77.5％）を令和４年
度までに80％以上にする。
３　生徒の自尊心を回復し社会性の向上を図る取組み及び人権教育の確立
　　　（１）　「総合的な探究の時間」や特別活動等で人権教育を充実
　　　　　　ア　人権教育でワークショップなどのメニューを開発する。
　　　　　　イ　コミュニケーション能力を高めるため、自ら考え発信できる教材を開発する。
（２）　中退防止ＰＴを中心に、現状分析と生徒指導体制を確立する。
（３）　教育相談体制を充実し、組織的な支援体制を確立する。
ア　外部機関との連携を通してカウンセリング体制を強化し、必要に応じたケース会議を持つ。
（４）　生徒が達成感を実感できる自主活動（生徒会活動、部活動）を充実し、社会性を育成する。
　　　　　　ア　生活指導の徹底と自主活動や学校行事などの参加者を増やす環境づくりをめざす。
　　　　　　　※生徒向けの学校教育自己診断の「担任以外にも、気軽に相談できる先生がいる」の肯定的回答率70％以上（平成29年度64%、平成30年度61%、令和元年度72.2％）を令和４年度まで維持する。



【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】
	学校教育自己診断の結果と分析［令和２年11月実施分］
	学校運営協議会からの意見

	結果・分析・課題等（数値は肯定的回答の割合(%)を示す）
	
	生徒
	保護者
	教員

	
	R02
	R01
	R02
	R01
	R02
	R01

	学校への意識
	59.8 
	53.1
	56.7
	62.0
	90.9
	86.7

	
	89.0 
	88.9
	98.5
	93.7
	97.7
	95.6

	学習指導
	87.7 
	77.5
	74.6
	72.7
	95.5
	100.0

	生徒指導
	85.8 
	82.2
	88.1
	87.2
	86.4
	82.2

	教育相談
	61.6 
	72.2
	83.6
	82.3
	90.9
	86.7

	進路指導
	77.2 
	84.2
	86.6
	83.3
	86.4
	86.7

	道徳教育
	79.0 
	85.0
	83.6
	91.0
	77.3
	68.9

	人権教育
	83.1 
	85.4
	92.5
	87.2
	86.4
	75.6

	情報提供
	
	
	92.5
	83.5
	
	


・生徒・保護者・教員とも「ニーズに合った学校」としての評価は約90％以上の高い評価を維持できている。生徒の「学校へ行くのが楽しい（+７％）」、「授業が分かりやすく楽しい（+11％）」の上昇は、コロナ禍での学校再開による学校への期待の反映であろうか。保護者ではメルマガなどによる情報提供が上昇した（+９％）。教員では人権に関する取組みや規範意識の向上面で上昇した（11％、８％）。一方、生徒で大幅に下がった項目は、相談する相手、進路情報、社会について学ぶ機会等が減少。新型コロナによる臨時休業や行事等の機会が減ったことによる影響が考えられる。
	〔第１回〕令和２年７月22日書面開催：「令和２年度の取組み【Ⅰ・Ⅱ部】」について
・これまで経験したことのない状況の中で、様々な取り組みご苦労様です。
・「働き方改革」という点において、この間様々な取組みで業務の種類や量が増えてきているのではないか。業務の整理や効率化を是非とも検討してください。
・進路や支援に関して、SC(ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ)やSSW(ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ)などの専門家も含めた組織体制が整っているように見受けられる。今後、経済の落ち込みがすでに始まっている中、就職活動やアルバイトしながら通うことが難しくなる可能性もあるが、生徒ひとり一人が「桃谷高校に通って達成したい目標」を確認しつつサポートをお願いしたい。
・区役所ではハローワークとの連携を若者支援も含めて強化していく予定。何か一緒にできる機会があれば。
〔第２回〕令和２年12月24日書面開催：「学校経営計画」取り組みの進捗状況についての意見
・生徒への個別の支援の在り方が極めて重要。オンラインの活用を含めて、様々な支援体制のさらなる充実を。
・目標の指標評価に達しないものがあるが、コロナ禍の状況では、致し方ない。
・コロナ禍の中で文化祭の開催ご苦労様でした。
・登校されない場合には、福祉からの情報も活用し共に係われることは可能かと期待したい。
・１人でも多くの生徒を卒業に近づけるように根気よく取り組まれていることに感謝します。
・キャリア教育については、今後経済状況がより厳しくなる中で、人生を切り開いていく基本的なお金や生活に必要な知識を身につける項目があってもいいと考えます。
・コロナ禍の中でも、授業アンケートの肯定的な回答率は微増しており、教職員の皆さんの努力を感じる。
〔第３回〕令和３年３月５日書面開催：
・令和３年度学校経営計画（案）のうち「めざす学校像」及び「中期的目標」については、委員全員の承認をいただいた。
（意見：令和２年度学校経営計画及び学校評価（案）について）
・学校教育自己診断における学校運営や会議運営の面での肯定的な評価が高い伸び率を示したことから、教職員が一丸となって教育活動が組織的に行われたことがうかがえます。
・今年度は休校や行事の中止等があって予定どおりに進まなかった割には、先生方が子どもたちに対してわかりやすく理解できる授業をされたと思います。卒業できる生徒が例年どおりで評価は高いです。
・中退防止PTへの支援を進める点についても、令和３年度につないでほしいと願います。
（令和３年度学校経営計画（案）について）
・一人でも多くの生徒が卒業に向けて努力できるよう、よりきめ細かな指導をお願いします。
・閉部までの学校の気合の入りかたに強さを感じられます。一人でも多く卒業できるように先生方も生徒も頑張ってほしいです。
・コロナ禍での困難な点（学業や生活）についても明らかにし、子どもたちのレジリエンスを評価していただきたいと思います。
・体育祭、文化祭等思い出を作ってください。




３　本年度の取組内容及び自己評価　　
	中期的
目標
	今年度の重点目標
	具体的な取組計画・内容
	評価指標
	自己評価

	１ 本校のあり方や方向性の検討と、
生徒・保護者・地域等の期待に応える教育活動の展開
	
(１)
保護者等との連携や
本校の在り方、閉課程までの課題の検討







(２)本校への理解を促進する
広報活動の充実



(３)学校力向上のための職員研修の充実

ア　職員研修の実施

イ　教職経験の少ない教員のスキルアップ

ウ　参加型研修による実践力の向上



(４)「働き方改革」に係る意識改革と業務の整理・効率化





(５)地域連携の一層の推進
	
(１)
・保護者懇談や家庭連絡を通じて、生徒の状況を正確に把握するとともに、単位修得へと結びつくように指導を行う。
また、HP、メールマガジンの内容を充実させ、必要な情報の提供により登校を促す。
・将来構想チームを中心として令和５年９月末の閉部までの生徒のニーズに応えられる本校の在り方、方向性を検討
 

(２) 
真に本校を必要とする生徒・保護者に、本校の　
学校情報を正確に伝えるため、ＨＰ更新回数、公開授業や個別相談、学校訪問などの実施。


(３) 
ア・教員力を向上させるための研修の実施
　・研究会等の外部研修の積極的案内と参加及び研修報告会実施及び研修報告座談会の開設
　・教職員のアイデアを学校運営に反映させるための教職員研修の実施
イ・教職経験の少ない教員を対象とした、授業力及び校務処理能力のスキルアップを目的とした研修（ＭＭＰ）の実施。そのことにより業務の効率化を図る。
ウ・参加体験型を含めた研修を充実させ実践力の向上を図る。　


(４)
　・「働き方改革」に係る意識改革のための情報提供を行うとともに、将来構想チームや運営委員会を通じた業務の整理・効率化を図る。




(５)
・地域等と連携した授業や「総合的な探究の時間」等を推進する。
・地域と連携した防災への取組みを推進し、危機管理に対して生徒の安全を最優先した計画を立てる。
	
(１)
・保護者懇談の実施率、家庭訪問件数（前年比を維持）
（R01前期43.8%、後期32.1％、家庭訪問58件）
・学校教育自己診断「学校のHPやメルマガを利用している」70％以上（R01 71.5%）
・学校教育自己診断「生徒のニーズ」肯定率90％以上（R01 88.9％）


(２) 
・ＨＰ更新回数80回以上（R01/65回）
・学校説明会等の個別相談満足度90%以上（R01 99%）

(３)
ア・人権及び支援教育に係る研修の肯定率80%以上
　・外部研修への参加回数のべ80回以上及び研修報告会回数10回以上
（R01参加者131名、報告会5回）
　イ・校内研修（ＭＭＰ）への関係教員の満足度 肯定率80％以上
　　（R01 100％）
ウ・研修参加者の肯定的評価90％以上
（R01 100%）



（４）
・ストレスチェックの「仕事の負担」の項目の数値8.2以下（R01 量的負担7.7、コントロール8.1）




(５)
・地域等と連携した参加体験型学習の実施回数30回以上（R01 　48回）　
・地域と連携した防災研修の実施
　（R01 1回、肯定率92.0％）
・学校教育自己診断　「災害時の行動について具体的に知らされている」生徒肯定率70%以上（R01 71.5％）
	
（１）
・保護者懇談（前期55.3％、後期29.8％）、家庭訪問（84件）を実施した。［◎］
　前期はコロナ禍の厳しい状況の中電話による懇談も実施。閉部までに単位修得等について家庭訪問等連携を増やした。
・学校教育自己診断（生徒用）「学校のHPやメルマガを利用している」（83.6％）［◎］
・「生徒のニーズ」肯定率（89.0％）［○］　
コロナ禍での情報提供を増やした。

（２）
・HPの更新（88回）［◎］　
　　４･５月の臨時休業や行事が減る中で
コロナ関係の情報等を提供。
・個別相談への満足度（100％）［◎］

（３）
・人権研修（２回）、支援研修（１回）実施
肯定率（88.6％）［○］　
・外部研修への参加（25回）［○］　研修報告会（未実施）［―］感染症対策のためにほとんどの集合型研修が動画配信であったが対象者以外も幅広く視聴できた。
・MMP実施回数（３回）、研修の満足度（100%）［○］授業力向上に焦点をあて研究授業
を実施。
・参加体験型研修は未実施［―］


（４）
ストレスチェックの量的負担7.9(+0.2)、コントロール8.0(-0.1)だが、職場のサポート面では向上。総合的健康リスクは85[-6]で改善（100が基準）。[○]


（５）
・地域等と連携した参加体験型学習（延べ12回）、福祉科・総合探求等の授業で外部講師等の活用。コロナ禍で大幅減［―］
・防災研修肯定率（93.2％）。防犯研修を校内オンラインによる動画視聴で実施。［○］
・学校教育自己診断「災害時の行動について具体的に知らされている」（74.9％）［○］

	２ 生徒の現状をふまえた「学びのシステム」の構築と、
進路指導体制の充実
	
(１)「学びのシステム」の構築
ア　キャリア発達を促す「学びのシステム」の構築
イ　実社会に触れる学びの実践










(２)授業力の向上
ウ　「確かな学力」を育成するための授業研究の実施

エ　「確かな学力」
　を育成する授業の研究

	
(１)
ア・桃谷版キャリア教育「ももだにプロジェクト」
　　での各教科・分掌等の役割の確認及び育成したい能力・具体的取組みの設定。
　・育成したい能力に基づくアウトカム指標（自尊感情・自己有用感・職業観勤労観・自己理解・将来像）について、年度末に検証を行う。
　・進路実現に向け意欲を高める「キャリア・ガイダンス（進路担当者面談）」及び「キャリア・カウンセリング（担任面談）」の充実
イ・進路説明会において実社会に触れる学びが実現できるよう内容の充実を図る。





(２) 
ウ・「授業力向上推進チーム」を中心として、「わかる授業」をテーマに生徒が主体的に取り組む授業をめざした授業研究の実施。
　・授業見学月間年２回実施（6月，11月）
エ・教科毎に、授業での「思考力・判断力・表現力」の育成をテーマとした指導方法を研究。授業評価の結果を受け、各教科の授業において工夫した取り組み内容について成果報告を行って情報共有する。　
・授業で考えをまとめたり、発表させる機会を設ける。

	
(１)
ア・各教科・分掌等において育成したい能力および具体的取組等の作成（４月）
　・アウトカム指標（自尊感情・自己有用感・職業観勤労観・自己理解・将来像）の肯定率について、年度末にその評価を行う。
　・進路未定率の減少20％以下(R01 8.7％)
　・学校教育自己診断（生徒用）「進路について考える機会がある」80％以上（R01 84.2%）
イ・進路説明会の生徒評価肯定率90％以上（R01 97.6%）

(２)
ウ・前後期各1回で研究授業と研究協議の実施
　・見学回数1人当たり4回以上
エ・学校教育自己診断（生徒用）「教え方に様々な工夫をしている」80％以上（R01 83.7%）
　・各教科の取り組み内容の成果報告会を行う
・学校教育自己診断（生徒用）「授業で考えをまとめたり、発表する機会がある」50％以上（R01 48.2%）
	
（１）
・「キャリア教育全体計画」の作成（4月）。
・学校教育自己診断（生徒用）「進路や生き方について考える」81.3%、「命の大切さ」「人権の大切さを学ぶ」各79.0％、83.1%。［○］



・進学55名,就職15名,その他27名,未定者12名（11.0%）［○］
　
・学校教育自己診断（生徒用）「進路について考える機会がある」（81.3％）-2.9［○］
・進路説明会実施回数（２回）、参加延べ人数（377名）、参加者肯定率（94.6％）［○］
　進路関係のHR･行事の回数減が影響か。

（２）
・研究授業３回・協議２回［○］
・授業見学シートの提出（87.5％）［○］
・学校教育自己診断（生徒用）「視聴覚機器やコンピュータの活用」（75.3％）［○］
・学校教育自己診断（生徒用）「教え方に様々な工夫をしている」（87.7％）［◎］

・前期授業アンケート結果を各教科で分析し課題を共有した。
・学校教育自己診断（生徒用）「授業で考えをまとめたり発表する機会がある」（42.5％）感染症対策で十分に機会を保障できなかった。［―］

	３　生徒の自尊心を回復し社会性の向上を図る取組み
及び人権教育の確立
	
(１)総合学習や特別活動等を活用した人権教育の充実と「生きる力」育成の取組み

(２)(３)
支援教育・規律指導・教育相談
の三位一体による教育活動の展開









(４)社会性育成のための取組み
ア　地域の教育資源の活用
イ　達成感の得られる自主活動や学校行事の充実
ウ　居場所作りと安全･安心の向上
	
(１)
・人権学習プログラムを「ももだにプロジェクト」の中に位置づけ、参加体験型も含めて系統的に実施。

(２)(３)
・「高校生活支援カード」を活用した「個別の教育支援計画」の作成及び活用。
・支援検討の専門家及び関係機関の協力を得た
支援検討会議の実施。
・教育相談に関して、学校独自で臨床心理士をＳＣとして招聘。教員組織も、教育相談担当を支援検討担当と別に設け充実を図る。
・関係機関(司法・行政・福祉)等と連携した支援の実施。
・授業を大切にすることを念頭におき、支援とカウンセリングの観点を持った毅然とした規律指導を行う。

(４)
ア・地域等との交流を深め、地域人材の協力を得た授業や講演、職場体験などの充実を図る。
イ・閉課程に向け、生徒数減の中で生徒会・部活動・ボランティアなど自主活動の充実を図るための環境整備とアナウンス
　・部活動指導充実のための教員体制の改善を進める。
　・魅力ある行事への工夫・改善
ウ・地域人材の協力を得て図書館の整備を行い、図書館を居場所としての充実を図る。
	
(１)
・人権学習実施後の生徒評価 肯定率90％以上（R01 97.3%）


(２)(３)
・「個別の教育支援計画」の作成（必要生徒数）
（R01 計10名）
・支援検討会議の実施回数
　（必要回数）（R01 3回）
・関係機関を交えたケース会議等の実施回数
（必要回数）（R01 19回）
・指導に対する生徒の納得度 肯定率80％以上（R01 82.2%）



(４)
ア・連携を行った地域等の機関の数30ヶ所以上 （R01 48ヵ所）
イ・生徒会活動・部活動参加者の満足度70％以上（部活動R01 69.8%）
・行事参加者数の満足度　肯定率80％以上を維持
（R01 校外学習 90％、体育祭88%、文化祭89％）
ウ・図書館整備の実施（R01 26回）
　・図書室利用者 年間2500名以上維持
（R01 2633名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
（１）
・人権学習実施後の生徒肯定率（96.9％）
12/2児童虐待、12/16新型コロナ［◎］


(２)(３)
・「個別の教育支援計画」の作成（５名）
・支援検討会議の実施回数（２回）
・ケース会議等の実施回数（14回）
・教育相談・支援教育に関する研修実施回数
（１回）［○］
・学校教育自己診断（生徒用）「学校生活について先生の指導には納得できる」（85.8％）［◎］
・学校教育自己診断（生徒用）「先生はいろいろな問題を見逃さず対応してくれる」（81.7％（+6.2）［◎］
（４）
・連携を行った地域等の機関の数（延べ10ヵ所）［―］感染症対策下で職場体験等十分行えなかった。
・学校教育自己診断（生徒用）「学校は部活動にも参加しやすいよう工夫している」（64.8％（-5.0）［△］
・12/25校外学習（参加者；108名、満足度；94％）、11/5文化祭　（参加者；105名、満足度；90％）、体育祭は中止［○］
・図書館整備回数（26 回）［○］
・図書室利用者（年間2747名）［◎］



